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動作主や対象の ような述語 と項 の間の意味役割を同定する “述語項構造解析”は

様 々な 自然言語処理応用で利用されてい る．本論文では中国語述語項構造解析のた

めの統計的機械学習モデルを どのよ うに構築するか，またモデルに どのよ うな情報

が有効かを明 らかにする．

近年，述語項構造解析器 を構成する際に統語的依存構造解析結果 を用いる手法が

成功を収めてい る．しかしなが ら， この手法において述語項構造解析器の性能 は依

存構造解析器の誤 りの影響を大き く受ける．例 えば，述語項構造解析器に正 しい依

存構造解析結果を与 えたとき と依存構造解析器の出力を与 えた ときとでは述語項構

造解析結果の性能に大 きなギ ャップがあ る． このことか ら，本研究は述語項構造の

統計的機械学習モデルを調査す るとともに， このギャップを埋めるために必要なさ

らな る素性を調査す る．

述語項構造解析 は三つの部分問題に分割 して解 くことが多い．一・つ 目は述語の語

義の曖昧性解消で，語義によ り異なる取 りうる項の数 と種類を決定する．二つ目は

項同定で，述語の項 になる名詞句の同定を行 う．三つ 目は項の意味役割分類で，同

定された項に対 し動作主や対象 といった意味役割を識別する． この重畳的な問題設

定に対 して，本論文では双対分解法を用いた述語項構造解析手法を提案する．提案

手法 では項同定 と項の意味役割分類間の誤 り伝搬 を緩和することが確認 され，評価

実験 において先行研究の最新の手法 と遜色ない結果を達成 した．

また，解析手法 と独立 して，述語項構造解析器 の性能向上に寄与する二つの素性

について調査 した．一・つは依存構造解析器のN－best解 析結果を用いる手法で，もう
一・つは高性能の浅い統語解析器 （チャンカー）の出力を用い る手法である．評価実

験 においてこれ ら二つの素性 が有効 であることを示 した．さ らに上記解析手法 と組

み合わせ て用いることで現在の ところ中国語述語項構造解析 において最高の性能 を

達成 した．
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氏 名 羅 彦彦

（論文審査結果の要旨）

平成25年8月2日 に開催 した公聴会の結果を参考 に平成25年9月4日 に本博士

論文の審査を行 った．以下の とお り，本博士論文は，提案者が独立 した研究者 とし

て，研究活動を続けてい くための十分な素養 を備 えていることを示すもの と認める．

羅 彦彦は，本博士論文において，中国語文 の述語項構造解析を行 う手法 について
ぐ

研究 し，次のよ うな手法を提案 し，かつ，提案手法に基づ く述語項構造解析 システ

ムの性能評価を行った．

、

1．述語 と項の候補間の局所的な情報 と述語の語義や複数の項の間の関係を同時

に扱 う大域 的な情報を用いた述語項構造解析法を取 り上 げ，素性集合や学習ア

ル ゴリズムを工夫す ることによって，。さらなる性能向上が達成可能であ ること

を確認 した．

2．述語の項の候補の同定 と意味役割の同定を独立に解 く解析モデルを双対分解

法によって同時に考慮する手法を適用し，パイプライン的な手法に比べて述語

項構造解析の性能向上が可能であることを示した．

3．述語項構造解析の性能向上には，統語解析の性能向上が重要であるが，自動解

析結果にはあ る程度の誤 りが含まれることが避けれ らない．その影響を緩和す

るため， 自動解析による統語的依存構造解析 システムのN－best解 を用いるこ

と，また，よ り解析結果が頑健な浅い統語解析 （句チャンカー）の結果 を併用

す る手法を提案 し，中国語文の述語項構造解析 において，現段階で最高の解析

性能を達成 した．

中国語文 の述語項構造解析 のための様々な解析モデルを提案 し，その性能を評価

した本研究は，独創性が高 く， しか も実用的であ り， 自然言語処理 の分野において

高い貢献があると評価する．

よって，本論文 は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるものと認める．
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